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Abstract 

In this paper, we propose a video viewing support system 

that is visually user-friendly and helps avoid users from 

overlooking important segments of the video by extracting 

gaze points from the analysis of the first author's gaze 

information and overlaying this gaze information onto the 

video. 

In the evaluation experiment, it was found that the gaze 

points of the participants were closer to the sample points 

when markers were overlaid than when they were not, 

suggesting that the system can be effective in drawing 

attention to important segments of the video. 
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1. 研究の目的 

多様な SNS や動画共有サービスの普及とスマー

トフォンなどデジタル端末の普及及び性能の向上に

より，誰でも簡単に動画撮影や情報発信ができるよ

うになったことを受けて視聴できる動画コンテンツ

は急速な増加傾向にあるが，膨大な数の動画から目

的や嗜好に合ったものを探し出し，1つ 1つの動画

を視聴することは大変な時間と労力を伴う． 

これまでにも見たい動画を効率良く探し，効率良

く視聴するための工夫や研究は数多く行われている．

色配置情報に基づいて映像を自動要約する研究や人

手で動画にメタ情報などを付けるような研究，動画

に対するコメントなど視聴者の反応を利用する研究

などが存在する．しかし，これらの手法には，特定

の動画ジャンルに特化した画像処理を行なうために

利用できる動画が限られてしまう問題や，動画に十

分な量のメタ情報を付けるためには多くの人手か視

聴者による反応がなければならないといった問題点

がある． 

そこで，本研究では「視線」に着目し，視線計測

機器を利用して，第一著者の視線情報から得た注視

個所を「見どころ箇所」として記録し，その視線情

報を視線マーカーとして重畳表示することで，動画

コンテンツの見逃しを防止し，視覚的にも分かりや

すい動画視聴支援システムを提案した．本システム

の特徴は，特別な知識や技術，人手による作業を必

要とせず，視線計測機器があれば動画を見るだけで

動画の視聴を効率化できることである． 

 

2. 実験 

提案システムの効果を検証するため，11名の実験

参加者に視線マーカーを表示した場合と表示しない

場合とで実際に動画を視聴してもらう実験を行った．

本実験では，視線マーカーを表示した状態での動画

視聴に対して実験参加者がどのように感じるかを調

べるためにアンケートとインタビューを行なうとと

もに，視線マーカーの表示ありの場合と表示なしの

場合とで実験参加者の視線がどのように異なるかを

調べるために動画視聴中の視線を記録した． 

 

3. 結果と考察 

アンケート及びインタビュー結果からは，おおよ

そ半数の割合で視線マーカーによる支援効果がある

とする回答を得た．しかし，同時に半数からは視線

マーカーの存在が気になってしまい邪魔に感じると

いった意見もあった．また，視覚表現の違い（アニ

メーションと実写）や視聴経験の有無によっても視

線マーカーの要否が変わる可能性があるため，支援

効果があったと断定することはできなかった．視線

計測データ（以下，視線データ）からは，画面上に

表示した視線マーカーが注視箇所を示すことで，実

験参加者の視線位置はマーカーが非表示の場合に比

べて，若干ではあるが，サンプルの視線との距離が
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縮まっていることが分かったため，注目箇所に誘導

する手段としては有効であることがうかがえた． 

実験で判明した問題点として，視線マーカーに実

験参加者の視線が引っ張られてしまうことが挙げら

れる．また本評価実験の問題点としては，視線マー

カー表示の有無と 2種類の動画をすべての実験参加

者について同じ組み合わせで実験を行ってしまった

ため，上述の結果が視線マーカー表示の有無による

ものなのか 2種類の動画の違いによるものなのかを

明らかにすることができなかったことが挙げられる． 

 

4. 今後の課題 

今後の課題としては，視線データを利用したより

よい動画視聴支援の方法を模索することに加えて，

動画視聴支援の効果に対するより詳細な評価実験を

行なうことが挙げられる． 

人間が視覚情報から得る情報の影響力の比重は非

常に大きいことが知られており，本研究においても

支援効果の有効性の有無に関わらず，実験参加者の

大多数に視線を集める訴求力が働いていたことが分

かった．動画視聴の妨げにならない控え目でかつ訴

求力を極力削がない視線マーカーのデザインや提示

方法，あるいは視覚情報以外のフィードバック方法

と連携することができれば，より効率的な動画視聴

の手助けになるものと期待する． 
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